
V̂
(
Ŷ (G)

)
=

1
N2

V̂
(
Ŷ (G)

)
(26)

を用いればよいことが分かる。

2 率の標準化について

2.1 直接法による有病率の標準化

調査地域 j(j = 1, ...,m)における有病率の推定値を Ŷ j と標記する。Ŷ j は

層の重み付け平均として求めたが、このように求められた有病率は粗有病率

で重みの影響（つまり、その地域の年齢分布および性別割合）を受ける。有

病率から年齢と性の影響を除く方法として率の標準化がしばしば用いられる。

標準化には直接法と間接法があり、直接法による標準化を考える。Phを層 h

の標準人口とすると、直接法により標準化された有病率 Ŷ
(S)

j は

Ŷ
(S)

j =
∑H

h=1 PhŶ hj∑H
h=1 Ph

=
H∑

h=1

ehŶ hj (27)

で与えられる。ここで、eh = Ph∑
h

Ph

とする。

Ŷ
(S)

j の標準誤差 ŜE

(
Ŷ

(S)

j

)
は、

V̂

(
Ŷ

(S)

j

)
= V̂

(
H∑

h=1

ehŶ hj

)

=
H∑

h=1

e2
hV̂

(
Ŷ hj

)
=

H∑
h=1

e2
h

(
Nhj

Nj

)2

(1 − fhj)
s2

hj

nhj

=
H∑

h=1

e2
ha2

hj(1 − fhj)
s2

hj

nhj

から、

ŜE

(
Ŷ

(S)

j

)
=

√√√√ H∑
h=1

e2
ha2

hj(1 − fhj)
s2

hj

nhj
(28)

ここで、a2
hj =

(
Nhj

Nj

)2

、s2
hj は調査地域 j の層 hの分散の推定値で、

s2
hj =

∑nhj

i=1

(
yhij − Ŷ hj

)2

nhj − 1
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又、Ŷ hj は調査地域 j の層 hの有病率の推定値で

Ŷ hj =
∑nhj

i=1 yhij

nhj

とする。

2.2 モデルとしての標準化について

前セクションで標準化によって有病率から年齢と性の影響が除かれると述

べたが、影響が除かれる理由をこのセクションで考える。地域 j、層 hにお

ける有病率を λhj と表す。前のセクションで示したように、直接法によって

標準化された地域 j の率 λ
(S)
j は、Ph を層 hの標準人口とすると

λ
(S)
j =

∑H
h=1 Phλhj∑H

h=1 Ph

で与えられる。ここで、地域 j、層 hの”率”λhj にたいして

λhj = exp {µ + αh + βj} (29)

という対数線形モデルが成り立つと仮定する。このモデルを

λhj = exp {µ + αh + βj}
= exp {µ + αh} exp {βj}
= θhφj (30)

と書き直すと、直接標準化した率は

λ
(S)
j =

∑H
h=1 Phλhj∑H

h=1 Ph

=
∑H

h=1 Phθhφj∑H
h=1 Ph

= χ(S)φj (31)

地域固有の効果 φj と層に関する効果 χ(S) =
∑

Phθh∑
Ph

の積で表現される。こ

のモデルの下では、標準化された２つの率の比較は

λ
(S)
j

λ
(S)
k

=
χ(S)φj

χ(S)φk
= exp {βj − βk} (32)

と、層および標準人口に依存している部分 χ(S)に影響を受けないことが分か

る。この比較が妥当かどうかは、モデル λhj = exp {µ + αh + βj}が正しいか
どうかに依存する。例えば各地域における層別の率が大きく異なる時、αhと

10



βjの相互作用が無視できないと考えら、
λ

(S)
j

λ
(S)
k

から層の影響が除けないことにな

る。相互作用が無いと仮定するのは、2×2×Hの分割表からMantel-Haenszel
の共通オッズ比を推定する際の H 個のオッズ比の Homogeneityの仮定に相
当している。

3 情報の統合

メタ解析は情報統合（combining information）の統計手法としてよく用い
られる（American Statistical Association 1992)。今回の調査では、複数の地
域において複数の層で有病率な有病数が推定される。本節では、複数の推定

値（有病率推定値）を”情報”と捉え、メタ解析の手法を用い推定値を統合す
る方法を解説する。メタ解析では、各推定値に「重み」をつけた重み付け平

均を用いて推定値を統合する。様々な「重み」を考えることができるが、メ

タ解析では使用する「重み」の違いで、固定効果モデルとランダム効果モデ

ルの２つの方法に分類することがある。

固定効果モデルを想定して複数の推定値を統合するのが比較的簡単なので、

その計算法を最初に解説する。固定効果とランダム効果の違いは、個々の推

定値のバラツキの捉え方の違いによる。ランダム効果モデルでは、推定の対

象が「ランダム」に選ばれ推定値自身がランダム変数で測定誤差とは別にバ

ラツキをもつと考える。一方固定効果モデルでは、各推定値のバラツキは、

測定誤差として扱われる。

3.1 固定効果モデルによる推定値の統合

今K 個の対象を考える。この対象は例えば調査地域であったりするが、そ

の対象に対して何らかの推定値（例えば対象となっている地域の有病率）が

得らているとする。k 番目 (k = 1, ..., K)の対象に対して得られる推定値を
Ŷ kと標記する。各推定値 Ŷ kを統合した推定値を統合推定値と呼ぶことにす

る。統合推定値は通常重み付け平均として求める。固定効果モデルの下での

統合推定値を Ŷ F と書き、

Ŷ F =
∑K

k=1ωkŶ k∑K
k=1ωk

(33)

と定義する。ここで ωk は”重み”とする。通常、重み ωk は各推定値 Ŷ k の分

散の推定値 Vk = V̂
(
Ŷ k

)
の逆数 ωk = 1

Vk
が用いられる。重み付け平均 Ŷ F

の分散は

V
(
Ŷ F

)
=

1∑K
k=1ωk

(34)
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で与えられる。例えば Ŷ k を調査地域 k の有病率推定値とすると、式 18か
ら V

(
Ŷ k

)
= 1

N2
k

∑H
h=1(1 − fkh)nkhs

2(w)
kh が得られるので ωk = 1/Vk =

1/
(

1
N2

k

∑H
h=1(1 − fkh)nkhs

2(w)
kh

)
を用いて計算できる。又、K 個の地域有病

率 Ŷ k の統合ではなく、調査地域 kの層 hの有病率の統合も考えられる。調

査地域 kの層 hの推定値を Ŷ khとし、
(
Ŷ 1h, ., Ŷ kh, .., Ŷ Kh

)
の統合推定値を

Ŷ hF とすれば、

Ŷ hF

∑K
k=1ωhkŶ kh∑K

k=1ωhk

(35)

と定義する。ここで重み ωhk は調査地域 k の層 hに対する重みで式 7から
Ŷ kh の分散

V̂
(
Ŷ kh

)
=

1
N2

hk

(1 − fhk)nhks
2(w)
hk (36)

の逆数 ωhk = 1/V̂
(
Ŷ kh

)
を用いて計算できる。

3.1.1 各推定値の同一性評価

各推定を統合して統合推定値を算出する前段階として、各推定値が等しい

（homogenious）かどうか検討することが可能である。各推定値が等しいとの
仮定の下で、統計量

Q =
∑K

k=1ωk

(
Ŷ k − Ŷ F

)2

(37)

は近似的に (K −1)の自由度をもつ χ2
(K−1)分布に従うことが知られているの

で、この検定を用い各地域の有病率推定値の homogenietyの検討の参考とす
る。但し、この検定から得られる結果は参考材料としてのみ用いる（Sutton,
Abrams, et.al.2000、ｐ３９)。

3.2 ランダム効果モデルによる推定値の統合

DerSimonian and Laird(1986)のランダム効果モデルを考える。推定値 Ŷ k

をランダム効果モデル

Ŷ k = θk + ek

として捉える。ここで θk は対象 kの真の値で平均 θ、分散 τ2
θ の正規分布に

従うと仮定し θk˜N(θ, τ2
θ )と標記することにする。同様に ek は対象 kの推定

誤差で ek˜N(0, Vk)と仮定する。ただし Vk = V̂
(
Ŷ k

)
である。ランダム効果

モデルの下での統合推定値も固定効果モデルと同様重み付け平均として求め

るが、重みが固定効果モデルの場合と異なる。ランダム効果モデルでの統合

推定値を Ŷ R と書き、

Ŷ R =
∑K

k=1ω
∗
kŶ k∑K

k=1ω
∗
k

(38)
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と定義する。ここで ω∗
k は対象 kの重みで

ω∗
k =

1
(υk + τ̂2

θ )

で与えられる。ここで、Vk = V̂
(
Ŷ k

)
= 1

ωk
。また τ̂2

θ は以下の推定値を用

いる。

τ̂2
θ = 0 もし Q ≤ K − 1

もし Q > K − 1の時は

τ̂2
θ = (Q − K + 1)/U

ここで、

U = (K − 1)
(

ω − s2
ω

mKω

)
で与えられ。ただし、ωと s2

ω は ωj の平均と標本分散で

ω =
∑K

k=1ωj

K

s2
ω =

1
(K − 1)

(∑K
k=1ω

2
k − Kω2

)
である。

ランダム効果モデルの下での統合推定値 Ŷ R の分散は

V
(
Ŷ R

)
=

1∑K
k=1ω

∗
k

(39)

で与えられる。

認知症およびMCIの全国有病率推定は上記の方法を用いて行った。

3.3 その他の推定

その他の推定値として年齢別、（年齢別、性別）の認知症およびMCI有病
率の全国推定値の算出した3。更には世帯別の有病率の統合も行った。算出方

法は、各地域における層 s(1, 2, ..., M)の有病率推定値とその標準誤差推定値
をそれぞれ Ŷ s、ŝe(Ŷ s)と標記すると、式 38を用い各層ごとにランラム効果
モデルを仮定してメタ解析による地域ごとの推定値を統合した。但し、各地

域の層別推定値は標本数が小さいことから標準誤差がゼロであったり、ある

いは該当者なおらず推定不可能の場合がある。このような場合は統合に際し

計算から除外した。

（参考文献）

3各層について８地域の率を統合するので、率の標準化は行わなかった。
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記入者名：
Ⅰ 歩行・移動：多くのADLの出発行為：行為行動の最初に来る

生理機能 歩行能力
概念 目的地点に行くこと

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

0101 方向感覚：ナビゲーション
0199 その他

Ⅱ 排泄
Ⅱ－1大便
生理機能 便意がある、それがわかる
概念 大便排泄はトイレで行うものである

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) トイレに行く
0210101 移動
0210102 トイレのドアを開ける
0210103 トイレに入る
0210104 便器に至る
0210105 施錠する
0210199 その他

2) 下半身の衣類を下げる
0210201 ベルト・ホック・ボタン・ファスナーなどを外す・下す
0210202 ズボン・スカート、下着などを適切な高さまで下す
0210299 その他

3) 便器の扱い
0210301 蓋を開ける　
0210302 便座に座る
0210303 便座に腰を下ろす
0210304 体（お尻やペニス・会陰部）と便器の位置関係
0210399 その他

4) 排泄する
0210401 排便行為：いきむ
0210402 動かない：迷入
0210403 出し切る
0210499 その他

5) 後始末
0210501 紙でお尻を拭く
0210502 立ち上がる
0210503 トイレットペーパーを見つける
0210504 適切な長さまでペーパーを引き出す
0210505 引き出したペーパーを切る
0210506 幾重にか畳む
0210507 畳んだペパーでお尻を拭く
0210508 拭き終わったペーパーを便器内に捨てる
0210599 その他

6) ウオシュレットでお尻を洗い流す
0210601 操作ボタンを押す
0210602 水流の方向にお尻を位置させる
0210603 適切な時間、静止し続ける
0210604 立ち上がる　　　
0210699 その他

7) 排泄物を流す
0210701 ハンドル・ボタンの操作
0210799 その他

8) 下半身の衣類を身に着ける
0210801 両脚を中に入れられるか？
0210802 ボタン、ファスナーなどをかけられるか？
0210899 その他

9) 手洗い
   洗手の行為

0210901 水道栓を回す
0210902 手を水流の下に位置させる
0210909 その他

   石鹸をつける
0210911 石鹸つかむ
0210912 手全体に行き渡らせるべく広げる
0210913 液状石鹸を手につける
0210914 手全体に広げる
0210919 その他

   すすぎ
0210921 蛇口の下に手を置く
0210922 全体を洗い流す
0210929 その他

   手を拭く
0210931 タオル等に向かう
0210932 タオルで手を拭く
0210939 その他

10) 開錠する
0211001 開錠する
0211099 その他

11) 外へ出る　
0211101 外へ出る
0211199 その他
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Ⅱ－2小便
生理機能 尿意がある、それがわかる
概念 小便排泄はトイレで行うものである

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) トイレに行く
0220101 移動
0220102 トイレのドアを開ける
0220103 トイレに入る
0220104 便器に至る
0220105 施錠する
0220199 その他

2) 便器に向かう（男性のみ）
0220201 便器の正面に立つ
0220299 その他

3) 便器の扱い（女性のみ）
0220301 蓋を開ける
0220302 便座に座る
0220303 便座に対して体の各部を適切な位置につける
0220399 その他

4) 衣類を下ろす・衣類の一部を開く
男性

0220401 ファスナーを下げる
0220402 下着の裏からペニスを取り出す
0220403 ペニスに手を当て便器に向ける
0220409 その他

女性
0220411 スカート・ズボン等を下げる
0220412 下着を下げる
0220413 いずれも適切な位置で止める
0220414 尿道口を便器に対して適切な方向に向ける
0220419 その他

5) 排尿行為
0220501 いきむ
0220502 排尿中は動かない
0220599 その他

6) 後始末（女性のみ）
0220601 ペーパー巻き取り
0220602 尿道口を拭く
0220603 拭いた紙を捨てる
0220699 その他

7) 水洗で流す
0220701 ボタンやハンドルの操作
0220799 その他

8) 大便と同様に衣類を身に着ける
0220801 両脚を中に入れる
0220802 ボタン、ファスナーなどをかける
0220899 その他

9) 手洗い
   洗手の行為

0220901 水道栓を回す
0220902 手を水流の下に位置させる
0220909 その他

   石鹸をつける
0220911 石鹸つかむ
0220912 手全体に行き渡らせるべく広げる
0220913 液状石鹸を手につける
0220914 手全体に広げる
0220919 その他

   すすぎ
0220921 蛇口の下に手を置く
0220922 全体を洗い流す
0220929 その他

   手を拭く
0220931 タオル等に向かう
0220932 タオルで手を拭く
0220939 その他

10) 開錠する
0221001 開錠する
0221099 その他

11) 外へ出る　
0221101 外へ出る
0221199 その他
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Ⅲ 手を洗う
生理機能 生理機能はない
概念 衛生概念は保持されているか？

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 洗面の場に行く、適切な位置に立つ：身体とシンクの位置関係
030101 洗面の場に行く
030102 適切な位置に立つ
030199 その他

2) 洗手の行為
030201 水道栓を回す
030202 手を水流の下に位置させる
030299 その他

3) 石鹸をつける
030301 石鹸つかむ
030302 手全体に行き渡らせるべく広げる
030303 液状石鹸を手につける
030304 手全体に広げる
030399 その他

4) すすぎ
030401 蛇口の下に手を置く
030402 全体を洗い流す
030499 その他

5) 手を拭く
030501 タオル等に向かう
030502 タオルで手を拭く
030599 その他

Ⅳ 顔を洗う
生理機能 生理機能はない
概念 衛生概念は保持されているか？

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 洗面の場に行く、適切な位置に立つ：身体とシンクの位置関係
040101 洗面の場に行く
040102 適切な位置に立つ
040199 その他

2) 洗顔の行為
040201 水道栓を回す
040202 手を水流の下に位置させる
040299 その他

3) 手に水を受ける：掌に水を掬う
040301 両手をくっつけて曲面を作る
040302 局面に水を受ける
040399 その他

4) 洗顔

040401
石鹸が入ることも：掌に石鹸を行き渡らせて顔面
全体に広げる

040402 掌の紙面を顔面に持って行く
040403 掌で顔面を洗う
040499 その他

5) すすぎ
040501 蛇口の下に手を置く
040502 全体を洗い流す
040599 その他

6) 手を拭く
040601 タオル等に向かう
040602 タオルで顔を拭く
040603 タオルで手を拭く
040699 その他
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Ⅴ 歯磨き
生理機能 生理機能はない
概念 衛生概念は保持されているか？

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 洗面の場に行く、適切な位置に立つ：歯ブラシが取り出せる、口がゆすげる
050101 洗面の場に行く
050102 適切な位置に立つ
050199 その他

2) 歯ブラシの用意
050201 取り出す：ブラシとペースト
050299 その他

3) ペーストを歯ブラシに着ける
050301 チューブのふたを外す
050302 チューブをしぼってペーストを出す
050303 ペーストをブラシに付ける　
050304 一旦歯ブラシを置く
050305 チューブにふたをする
050306 チューブを元の位置に戻す
050399 その他

4) 歯を磨く
050401 歯ブラシを持つ
050402 口を開ける
050403 歯をブラッシングする
050404 歯ブラシを置く
050499 その他

5) ゆすぎの水を用意する
050501 コップを手に持つ
050502 水道栓を回して水を出す
050503 コップで水を受ける
050599 その他

6) 口をゆすぐ
050601 コップの水を吸い込む
050602 口の中をゆすぐ
050603 水を吐く
050699 その他

7) 歯ブラシを片付ける
050701 歯ブラシをすすぐ
050702 ブラシの水を切る
050703 歯ブラシを元の位置に戻す
050799 その他
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Ⅵ 食べる
生理機能 食欲、咀嚼・嚥下機能
概念 空腹になったら食物を口に入れるものである

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 食事の場に行く：歩行・移動
060101 歩行・移動する
060199 その他

2) 適切な位置に座る：体と椅子・机の位置関係
060201 適切な位置に座る
060299 その他

3) 食物の認識
060301 食物だとわかる
060302 その性状（温度、新鮮さ、堅さなど）がわかる
060399 その他

4) 平皿の上の食物の操作
060401 箸、スプーン類で切る、裂く
060402 箸、スプーン類でつかむ、乗せる
060499 その他

5) 口まで運ぶ
060501 箸、スプーン類を口まで運ぶ
060502 口を開けて食物を受ける
060599 その他

6) ご飯と汁物を口に入れる
060601 茶碗を持つ
060602 茶碗を口元に近づける
060603

箸・スプーン類を使って茶碗からご飯や汁を口に入
れる

060699 その他
7) 咀嚼・嚥下する

060701 咀嚼
060702 嚥下
060703 吸う
060799 その他

8) 総合評価
   食品を万遍なく摂取するか？

060801 食品を万遍なく摂取する
060809 その他

   左右の手の協調技術はどうか？
060811 茶碗や皿からこぼさない
060812 協調で効率的動作
060813 手前への引き寄せ動作
060819 その他

   マナー
060821 犬食い
060822 手づかみなど
060829 その他

   食物の温度などの性状に応じた対応が可能か？熱いものは吹くなど
060831 食物の温度などの性状に応じた対応が可能か
060839 その他

Ⅶ 飲む
生理機能 喉の渇き、嚥下機能
概念 喉が渇けば水分を口に入れるものである

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 液体を飲む場に行く：歩行・移動
070101 液体を飲む場に行く
070199 その他

2) 適切な位置に座る：体と椅子・机の位置関係
070201 適切な位置に座る
070299 その他

3) 飲み物の認識
070301 飲み物だとわかる
070302 その性状（温度、粘り度、新鮮さなど）がわかる
070399 その他

4) 口に入れる
070401 容器を持つ
070402 それを口元に運ぶ
070499 その他

5) 飲み込む
070501 口を開けて受ける・吸う
070502 飲み込む
070599 その他
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Ⅷ 着衣と履物はき
生理機能 温度感覚
概念 社会的、生理的に衣類をまとう必要がある

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 着衣が置かれた場に行く：歩行・移動
080101 着衣が置かれた場に行く
080199 その他

2) 身につける衣類の選択
080201 時間、場所などにふさわしい衣類を選ぶ
080202 タンスや引き出しから取り出す
080203 セット化する
080299 その他

3) セットされたものを身につける
   順番：下着から順に上の衣類に移ってゆく
   個々の衣類：各パーツがわかる、前後、左右、裏表がわかる
   着衣動作：かぶる、はく、前面・後面で合わせる
   　1. セーターなどかぶるタイプ

0803101 かぶる動作は適切か？
0803102

衣類の適切な部位に体のパーツが収まっている
か？

0803109 その他
   　2. 背広・シャツなど前で合わせるタイプ

0803211 両袖に両方の上肢を通せるか？
0803212 ボタン、ファスナーなどをかけられるか？
0803219 その他

   　3. ズボン・スカートなどはくタイプ
0803321 両脚を中に入れられるか？
0803322 ボタン、ファスナーなどをかけられるか？
0803329 その他

   　4. 靴下をはく
0803431 足を靴下の中に入れられるか？
0803439 その他

   　5．履物をはく
0803541 足を靴の中に入れたり履物に固定したりできるか？
0803542 全体のまとめ
0803543 袖や裾の位置
0803544 上半身と下半身の境目の調整
0803549 その他

Ⅸ 脱衣
生理機能 温度感覚
概念 衣類を脱ぐ必要がある

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 着衣が置かれた場に行く：歩行・移動
090101 着衣が置かれた場に行く
090199 その他

2) 身につけているものを脱ぐ
   順番：上のものから順に着衣動作：かぶる、はく、前面・後面で合わせる
   　1. セーターなどかぶるタイプ

0902101 脱ぐ動作は適切か？
0902109 その他

   　2. 背広・シャツなど前で合わせるタイプ
0902211 ボタン、ファスナーなどを外せるか？
0902212 袖から上肢を抜けるか？
0902213 ボタン、ファスナーなどをかけられるか？
0902219 その他

   　3. ズボン・スカートなどはくタイプ
0902321 脚を抜けさせられるか？
0902329 その他

   　4. 靴下を脱ぐ
0902431 靴下から足を抜けさせられるか？
0902439 その他

   　5．履物を脱ぐ
0902541 足を靴やその他の履物から外せるか？
0902549 その他
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Ⅹ 入浴
生理機能 生理機能はない
概念 衛生概念は保持されているか？

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 浴室に移動する：歩行・移動
100101 浴室に移動する
100199 その他

2) 脱衣
   順番：上のものから順に着衣動作：かぶる、はく、前面・後面で合わせる
   　1. セーターなどかぶるタイプ

1002101 脱ぐ動作は適切か？
1002109 その他

   　2. 背広・シャツなど前で合わせるタイプ
1002211 ボタン、ファスナーなどを外せるか？
1002212 袖から上肢を抜けるか？
1002213 ボタン、ファスナーなどをかけられるか？
1002219 その他

   　3. ズボン・スカートなどはくタイプ
1002321 脚を抜けさせられるか？
1002329 その他

   　4. 靴下を脱ぐ
1002431 靴下から足を抜けさせられるか？
1002439 その他

   　5．履物を脱ぐ
1002541 足を靴やその他の履物から外せるか？
1002549 その他

3) 予備洗い
100301 洗面器など容器を手にする
100302 水を汲む
100303 前を洗い流す
100399 その他

4) 浴槽に入る、出る
100401 またいで入る
100402 越えて出る　
100499 その他

5) 浴槽につかる
100501 体がつかる姿勢をとる
100502 姿勢を保つ
100599 その他

6) 洗体の用意
100601 タオルやスポンジを用意する
100602 石けんなど洗剤を用意する
100603 洗面器など水を入れる容器を用意する
100699 その他

7) 洗体の実際
100701 タオル・スポンジ等に洗剤をつける
100702 これに水をつける
100703 これを用いて体を洗う
100704 洗面器など用いて洗剤を洗い流す
100799 その他

8) 洗髪
100801 シャンプー・リンスなど洗髪剤を用意する
100802 洗髪剤を髪につける
100803 つけた洗髪剤を頭全体に行き渡らせる
100804 シャワー・洗面器を用いて洗髪剤を洗い流す
100805 この際に閉眼し続ける
100899 その他

9) 拭き取り
100901 タオルを手にする
100902 タオルを用いて体の濡れを拭き取る
100999 その他
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XI 移乗
生理機能 生理機能はない
概念 身体を別の場所へ移動させる必要がある

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 介護者の意図について
1101101 意図の理解
1101199 その他

2) ベッドから車いす/車の中への移乗の過程
110201 体がベッドから離される
110202 空間を運ばれる
110203 車椅子に乗せられる
110204

体の各部　お尻、脚、脚、上肢を車椅子の適切な
部位に置く

110205 望ましい肢位を維持する
110206 体が車椅子から離される
110207 空間を運ばれる
110208 ベッド上に乗せられる
110299 その他

3) 自動車の乗り降り
110301 足を地面から車内に上げる
110302 体をかがめてドアの内部に入る
110303 車内に乗り込む
110304 座席に前向きに座る
110305 座席から腰を上げる
110306 ドアの横に移動
110307 ドアを開ける
110308 体をかがめる・座位のままで
110309 ドアの外に脚を出す
110310 頭を下げて地上に両足をつける
110399 その他

XII 座る
生理機能 生理機能はない
概念 体と椅子の位置関係を適切に保って座れるか？

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) お尻の位置がポイント
120101 お尻の位置
120199 その他

2) 体幹の位置・姿勢
120201 体幹の位置・姿勢
120299 その他

3) 下肢の位置・向き
120301 下肢の位置・向き
120399 その他

4) 上肢の位置
120401 上肢の位置
120499 その他

5) 座位の維持
   体のパーツごとに：評価という観点

120501 ねじれ
120502 位置
120503 姿勢
120504 向き
120505 自圧迫は
120599 その他

XIII 仰臥位
生理機能 生理機能はない
概念 ベッドや布団で寝る為に仰向けになる必要がある

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 仰向けであること
130101 仰向けであること
130199 その他

2) ベッドや布団などの長軸に体が平行の位置にあること
130201

ベッドや布団などの長軸に体が平行の位置にあるこ
と

130299 その他
3) 頭部・体幹・上肢・下肢の姿勢と位置関係が適切であること

130301
頭部・体幹・上肢・下肢の姿勢と位置関係が適切
であること

130399 その他
4) 自圧迫は

130401 自圧迫は
130499 その他
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XⅣ お化粧
生理機能 生理機能はない
概念 容姿を整える概念は保持されているか？

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 鏡の前に行く、適切な位置に立つ・すわる：身体と鏡の位置関係
140101 鏡の前に行く
140102 適切な位置に立つ・すわる
140199 その他

2) 髪の形を整える
140201 ブラシ、くしを持つ
140202 ブラシ、くしで髪の形を整える
140203 髪の形を、鏡を見て確認する
140299 その他

3) 化粧品（化粧水や乳液、下地クリーム、おしろいなど）を順番に適量手やパフに取りだす
140301 化粧品のふたを使う順番にあける
140302 適量の化粧品を手やパフなどに取り出す
140303 化粧品のふたを閉める
140399 その他

4) 化粧品を顔全体にまんべんなくつける
140401 化粧品を顔全体の皮膚にまんべんなくつける
140402 化粧品を眼や唇につくことは避ける
140499 その他

5) 口紅をつける
140501 口紅のふたを開ける
140502 口紅を適量出す（回し出す）
140503 口紅を紅筆に適量つける
140504 唇に紅筆で適量つける
140505 唇の形を紅筆で適切に整える
140506 口紅を戻す（回し入れる）
140507 口紅のふたを閉める
140599 その他

6) まゆずみをつける
140601 まゆずみを適量出す
140602 眉毛にまゆずみを適量つける
140603 眉毛の形をまゆずみで適切に整える
140604 まゆずみをしまう
140699 その他

7) 頬紅をつける
140701 頬紅のふたを開ける
140702 頬紅を適量だけ筆につける
140703 頬紅を頬に適量つける
140704 頬紅のふたを閉める
140799 その他

8) 鏡を見てお化粧の出来栄えを確認する
140801 鏡を見てお化粧の出来栄えを確認する

140802
化粧品（化粧水や乳液、下地クリーム、おしろい
など）を元の位置に戻す

140899 その他
9) 様々な質的異常

140901
化粧品ではないものを使う（例：口紅を頬紅代わ
りに塗ってしまう、眉墨代わりにマジックなど）

140902
お化粧の技術的問題（例：口紅が唇からはみ出
す、眉墨のラインが複数できる）

140903
お化粧に費やす時間が長い（例：眉にこだわって
数時間費やす）

140904 一回に使用する化粧品の量が多い
140999 その他
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XⅤ 男性の髭剃り
生理機能 生理機能はない
概念 身だしなみ・整容として髭を剃ろうと思うか？

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 鏡の前に行く、適切な位置に立つ・すわる：身体と鏡の位置関係
150101 鏡の前に行く
150102 適切な位置に立つ・すわる
150199 その他

2) 髭剃り器の置き場から髭剃り器本体を取り出す
150201 髭剃り器の置き場から髭剃り器本体を取り出す
150299 その他

3) 髭剃り器のスイッチを入れる
150301 髭剃り器のスイッチを入れる
150399 その他

4) 髭剃り器を正しく持つ
150401 髭剃り器を正しく持つ
150499 その他

5) 刃先を頬や顎に当てる
150501 刃先を頬や顎に当てる
150599 その他

6) 当てた場所の髭を剃る
150601 当てた場所の髭を剃る
150699 その他

7) 次の婆所に刃先を移してゆく
150701 次の婆所に刃先を移してゆく
150799 その他

8) 万遍なく剃れたかどうかを確認する
150801 万遍なく剃れたかどうかを確認する
150899 その他

9) 髭剃り器のスイッチを切る
150901 髭剃り器のスイッチを切る
150999 その他

10) 髭剃り器の置き場に戻す
151001 髭剃り器の置き場に戻す
151099 その他

11) 様々な質的異常
151101 費やす時間が長い（例：髭剃りに数時間費やす人もなど）
151199 その他
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XⅥ 義歯洗浄
生理機能 生理機能はない
概念 衛生の概念は保たれているか？

各行為について中等度認知症者に特徴的な生活
障害の具体像

その生活障害にどのようなケア
（介助）をしたら上手くいったのか

その生活障害がある人のFAST
stage（4を記入）

1) 朝の装着
160101 義歯洗浄液と義歯の入ったケースを取り出す
160102 ケースを洗面所に持ってゆく
160103 ケースから義歯を取り出す
160104 水道栓を回して水を出す
160105 義歯全体を水道の流水で洗う
160106 口を開ける
160107 義歯を口の中にはめこむ
160108 ケースをしまう
160199 その他

2) 食後の洗浄
160201 洗面所に行く
160202 口を開ける
160203 義歯を外す
160204 水道栓を回して水を出す
160205 水流の位置に義歯を置く

160206
ブラシで義歯を磨く（自分の歯が残っている場合
は、普通の仕方で歯磨きをする）

160207 ブラシを元の場に戻す
160208 水道栓を回して水を出す
160209 流水をコップに受ける
160210 水道栓を回して水を止める
160211 口に水を吸い込む
160212 口をゆすぐ
160213 口の中から水を出す
160214 義歯を口の中にはめこむ
160299 その他

3) 就寝前の洗浄
160301 義歯ケースを出してくる
160302 義歯ケースに水を入れる
160303 義歯洗浄剤（ポリデント）を入れる
160304 口を開ける
160305 義歯を口から取り出す
160306 ブラシを用意する
160307 水道栓を回して水を出す
160308 水流の位置に義歯を置く
160309 ブラシで義歯を磨く
160310 義歯をケース内に移す
160311 義歯ケースを元の場に戻す
160399 その他

4) 様々な質的異常
160401 義歯を入れたまま自前の歯であるかのように磨く
160402 義歯を外すことを拒否
160403 義歯専用ブラシで自前の歯を磨く
160404 義歯洗浄ブラシで髪をとかす
160499 その他
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食べるという概念 食べる場所に行く

食べるに適した位置に座る 食物を認識

食物を操作する 食物操作の色々

資料　グッドプラクティス（テーマ：食事）
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食物を口まで運ぶ 口を開けて食物を受ける

食物を口に受ける 噛む（咬合）

飲み込む（嚥下） 食物口溜めへの対応
グッドプラクティス
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